
『「やってみたい！」の芽を育み、子ども達の豊かな感性と表現力を促す環境づくり』　実施報告書

実施期間 実施対象日 行事毎及び通常保育日

施設名

所在地

担当者

連絡先

3歳児 32人 教員 20人

4歳児 29人 事務員 2人

5歳児 36人 用務員 2人

計 97人 計 24人

写真など

実施内容

園児 幼稚園職員

参加人数

2025年4月
基準

園内活動についておおむね対面で報告しているが、就労している保護者や様々な方へ保育の成果や翌日に準備して
いただくものなどを文章や動画にてネット配信を図る。

子どもたちの自発的な行動や言葉を画像を通して（インスタグラムなど）で発信し、保護者と育ちの道しるべを共
有している。

「保護者会」と称して、保育経過などを話すだけでなく、各専門の講師を呼び育児や成育理解に役立つ講演会を行
う。また、その講演会を動画にて配信を行い、保護者への支援、啓発活動を広げる。

幼児教育専門の講師を呼び、教職員の園内研修を行うことで、保育実践と研究のPDCA保育サイクルによる保育の資
質向上を促す。

日頃の保育風景を発信し、子ども達の素敵な姿や豊かな育ち、園生活で大切にしていることなどを届ける。

2025年4月～2026年3月

実施先

帝釈天附属ルンビニー幼稚園

東京都葛飾区柴又７－１０－３０

早崎園長、望月事務長、クラス担任

03-3657-3613

画板を持っていざ外へ！

初めて画板を使用し、ポニーの写生

を行いました よく観察し、描い

たあとは絵の具と筆を使用しての色

塗り！黒と白の絵の具を自分で混ぜ

合わせながら色を塗り、完成させま

した！！！

動物との触れ合いでドキドキしな

がら格好良い姿を体験し、怖がるこ

となく動物と接して観察する姿に憧

れの連鎖がつながっていくんだね。

体験から

観察へ



・

・

・

評価 反省と改善点 評価 意見

A

・仏教的な情操教育により子どもたちの「豊かな
心」や「人間としての土台」を育む環境の必要性
を感じます。「みたままつり」で、ご先祖様のよ
うな目に見えないものを敬う心を養い、「お稚児
行列」では寺だけでなく参道を彩るといったよう
に、子ども達が街の情緒的存在となった。

A

・お寺の幼稚園らしく、お釈迦様がシンボル的
存在として扱われており、始めは親子ともに存
在意義を理解していなかった。通園していくう
ちに、子どもの方からお釈迦様を敬うことの大
事さを親が教えてもらった時は、子どもの成長
を実感でき、こちらの幼稚園を選んで正しかっ
たと思いました。

A

・子どもの主体性を引き出す環境を前提として、
子ども達一人ひとりの行動を大切にし、そこから
グループ行動へ移すことを職員で再確認する。そ
れぞれの学年に合わせて、個々とグループについ
て見直し、対応する意義を共有して確認できる環
境をつくる。

・担当学年の担任と補助職員の話し合いの時間を
計画的に設け、共有した情報を元に一人一人の成
長を感じて子どもへの理解を深めたつもりだが、
担任と補助職員で同じ対応が出来ない事があっ
た。ただし、情報共有するアイテム（ＩＴツール
など）の活用で理解度の差を埋める努力をしたつ
もりである。

A

・子どもが泣いたり怒ったりしたとき、「悔し
かったんだね」「悲しかったね」と言葉にして
共感して頂いたことで、自分の感情を肯定され
る経験が、他者への思いやりが持てる子になっ
たと思います。

・どろんこ遊び、虫捕り、植物の栽培などを通
して、生命の不思議さや、思い通りにならない
自然とのふれあいが出来る環境を作ってもらい
ました。

B

・「子どもたちが自分たちで動き出すのを一歩引
いて見守る、信じて待つ」という共通認識を、園
全体（学年や職員会議など）で共有したことによ
り、子どもたちが「自分でやってみたらでき
た！」「みんなで力を合わせたら楽しかった！」
という実体験を積み重ねることが出来た。

・棚に写真やイラストを貼って、子ども自身が迷
わず自立して動けるような環境作りをして周りの
子ども達への気遣いを育もうとしたが、時間に追
われることを避けるために、先回りし過ぎていた
感があった。

A

・お友達や先生に、子ども自身が家で作った製
作物を「ごしょうかい」と称して、楽しそうに
持って登園していく姿を見ることが親として嬉
しく感じます。

・動画などで他学年活動の様子や作品を自由に
見ることができる環境にあり、更なる興味や意
欲へとつながっていったと考える。

3. 評価項目の取り組み状況・達成結果の評価
評価  (A･･･十分に成果があった B･･･成果があった C･･･少し成果があった D･･･成果がなかった)

自己評価 学校関係者評価委員会

評価項目

帝釈天附属幼稚
園としての存在
意義を深める

一人一人の子ど
もの情操教育を
大切にして、質
の高い教育の実
践を目指す

園内生活を通し
て協同自主の精
神及び善良な生
活習慣を養う

① 職員研修の実施、研修報告・発表と情報の共有

② 園児の成長に合わせて、様々な活動を実施

③ 親子で参加できるイベントの実施、保護者ボランティアによる環境整備や行事参加

③ 園内生活を通して協同自主の精神及び善良な生活習慣を養う

④ 異年齢との交流を交わし、子ども達の心の成長を助長する

【計画】

2. 本年度重点的に取り組む目標・計画

【重点目標】

① 帝釈天附属幼稚園としての存在意義を深める

② 一人一人の子どもの情操教育を大切にして、質の高い教育の実践を目指す

(みほとけにいだかれて丈夫な身体になりましょう)

人との触れ合いが大好きで、素直で優しい子ども (素直な子ども)

(みほとけにいだかれて 素直な心になりましょう)

自ら進んで様々な活動に参加し、いきいきした子ども (楽しい暮らし)

(みほとけにいだかれて 今日も楽しく暮らしましょう)

令和７年度 自己評価・学校関係者評価報告書

令和８年  ３月２４日

宗）題経寺  ルンビニー幼稚園

1. 本園の教育目標

自分と自分以外の人の心と身体を大切にできる子ども (丈夫な身体)



B

・満3歳児との交流により、年少児も自立への意
識が育まれたようである。ただ、１学期前半は排
泄といった基本的生活習慣の自立に重点に置いた
ため、一緒に活動できる時間（遊びや製作など）
が減ってしまった。

・２学期頃からお店屋ごっこなどの異年齢交流の
行事を増やしていたが、保護者の理解を得ながら
異年齢との合同食事会なども提案したい。

B

・幼稚園内で年少児の朝の支度や着替えなどを
年長クラスの子が「おてつだい」としてバディ
を組んで手伝う取り組みをして頂いているが、
親としては、その姿を動画などで見てみたい。

・子どもだけではなく、保護者の絆もとても深
まる場所であり、子ども中心に園づくりがされ
ている様子で園の温かさを実感できた。

B

・アンケートを紙からWebへ切り替えたことに
よって、保護者は楽にアクセス出来るようになっ
た。また、職員間の共通理解も取れるようになっ
た。

・映像・動画などで子ども達の様子を観ること
で、保育現状を確認できる事で保護者の安心感を
満たすことが出来た。

・幼稚園とのやり取りを協業する「保護者 幹事
さん」制度を廃止したことにより、行事予定の採
決に時間が掛かり過ぎる感があった。

A

・お知らせアプリで翌日用意するものをメール
配信対応して頂けたのが良かった。

・行事中にライブ配信を観ることは出来ない
が、後日ユーチューブで見返せることが出来、
自分の子しか映っていない動画だと全体が分か
りずらいので、幼稚園のライブ配信録画がある
と全体図が観えて良かった。

・今まで「保護者 幹事」で議決していたことを
持ち回り係にしたことで、保護者全体の意見が
まとまりづらく幼稚園側への連絡に時間が掛
かってしまったのだが、快く受けて頂いた先生
に感謝です。

評価

・園の教育目標を達成するための更なる教育課程の見直しを進めていく。

・共有媒体として導入したシステムを最大限に利用し、園児一人一人の理解を深めながら、学年やクラス運営についても職員間の
情報を共有しながら保育を進めていく。

・勉学としての研修ではなく、生きた保育に活用できる研修を推し進めていく。

・保育者の働き方改革という点での業務の見直しを継続し、効率よい情報共有システムを使いながら保育の推進を推し進め、職員
自身の意識改革を進めていく。

・職員のメンタルヘルス対策を継続して進める

・両保護者の就労が増え、マンパワー不足、行事お手伝いの見直しが必要である。

異年齢との交流
を交わし、子ど
も達の心の成長
を助長
する

コミュニケー
ション

・幹事制度を廃止したが、代わりとして保護者ボランティア制度を復活した。幼稚園との距離感を近くとってもらい、各行
事に対して子ども達と共有意識が持てる環境作りに努めた。

・「豊かな子どもの育ちのために」という視点を大切にしてきた。保育や行事の在り方について再検討し精査してきたこと
で生まれた新しい取り組みと元からの取り組みの良い点を混ぜ合わせたことが子どもの成長につながっていったと考える。

・環境について全教師たちがそれぞれのプロジェクタを立ち上げ、子どもの姿に即した環境構成をしていた。個々の理解を
深めることだけでなく、組織の共有理解がより協働的な保育実践に活かせたのであろう。

・子どもに合わせた保育環境の整備をしてきたことは評価できる。今後も継続していただきたい。

・園の特色であるダイナミック保育を実践できていた。そのことが、子どもに良い影響をもたらしていると考えられる。

B

4. 総合的な評価結果
評価  (A･･･十分に成果があった B･･･成果があった C･･･少し成果があった D･･･成果がなかった)

5. 今後取り組む課題

理  由


